
　

職
員
の
任
免
・
競
争
試
験

　

職
員
の
任
免
状
況
は
、
表
１
の

と
お
り
で
す
。
職
員
の
採
用
は
、

競
争
試
験
を
実
施
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
採
用
者
数
は
財
政
状
況
な
ど

を
考
慮
し
欠
員
補
充
に
留
め
、
14

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

昇
任
な
ど
は
勤
務
成
績
の
評
定

な
ど
を
参
考
に
し
、
内
部
に
設
置

さ
れ
る
任
用
・
懲
戒
審
査
委
員
会

で
の
選
考
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

若
手
職
員
の
積
極
的
登
用
を
行

い
44
人
の
昇
任
を
行
い
ま
し
た
。

内
訳
は
、
部
長
級
４
人
、
課
長
級

10
人
、
主
幹
級
15
人
、
副
主
幹
級

15
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
降
任
、

転
任
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
職
員
の
退
職
の
内
訳

は
、
60
歳
到
達
に
よ
る
定
年
退
職

３
人
、
早
期
勧
奨
退
職
５
人
、
自

己
都
合
に
よ
る
退
職
が
１
人
、
そ

の
他
退
職
１
人
で
し
た
。

　

ま
た
、
表
２
の
と
お
り
事
務
職

（
大
卒
・
高
短
卒
・
身
体
障
が
い

者
）、
技
術
職
（
土
木
）、
幼
稚
園

教
諭
の
採
用
試
験
（
平
成
24
年
度

採
用
分
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
合

格
者
は
事
務
職
大
卒
４
人
、
高
短

卒
２
人
、
身
体
障
が
い
者
１
人
、

技
術
職
１
人
、
幼
稚
園
教
諭
２
人

で
受
験
者
数
に
対
す
る
競
争
倍
率

は
、
平
均
６
・
３
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。    

　

一
般
職
の
職
員
数
は
、
本
年
４

月
１
日
現
在
２
５
７
人
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
の
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。

勤
務
時
間
・
休
暇
な
ど

　

職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休
日

の
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り
で

す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
や
図
書

館
な
ど
本
庁
以
外
の
勤
務
場
所
で

は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
勤
務
形
態

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
が
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
休
暇
な
ど
は
、
表
４
の
と
お
り

で
す
。
23
年
中
の
年
次
休
暇
の
取

得
実
績
は
、
職
員
１
人
当
た
り

９
・
１
日
で
し
た
。
病
気
休
暇
は
、

医
師
の
診
断
に
基
づ
き
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

主
な
特
別
休
暇
は
、
表
４
に
掲

げ
る
と
お
り
で
す
。
介
護
休
暇
お

よ
び
育
児
休
業
は
、
仕
事
と
家
庭

を
両
立
す
る
た
め
の
法
律
の
要
請

に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。
育
児
休
業
取
得
者
は
３

人
、
介
護
休
暇
取
得
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

分
限
・
懲
戒
処
分

　

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率
の

維
持
を
目
的
に
職
員
に
対
し
て
な

さ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
制
裁
的
意

味
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

懲
戒
処
分
と
は
、
職
員
の
義
務
違

反
に
対
す
る
道
義
的
責
任
を
問

い
、
秩
序
維
持
を
図
る
制
裁
的
処

分
で
す
。

　

分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
具
体

的
な
内
容
は
、
表
５
の
と
お
り
で

す
。
分
限
処
分
を
行
っ
た
事
案

は
、
休
職
１
件
で
、
懲
戒
処
分
を

行
っ
た
事
案
は
、
戒
告
２
件
、
停

職
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

服
務
義
務

　

職
員
は
「
全
体
の
奉
仕
者
」
と

し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務

し
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ
て
は
全

力
で
専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
、
職
員
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
秘
密
を
守
る
義
務
や
争
議

行
為
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
た
場

合
は
、
懲
役
や
罰
金
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
他
の
服
務
義
務
に
違
反

し
た
場
合
で
も
懲
戒
処
分
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
服
務
義
務
違
反
に

よ
り
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員
研
修
・
勤
務
成
績
の
評
定

　

高
度
化
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

毎
年
度
職
員
研
修
計
画
を
策
定

し
、
勤
務
能
率
の
発
揮
お
よ
び
増

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

研
修
受
講
者
数
は
、
延
べ

６
３
４
人
で
、
研
修
の
内
訳
と
受

講
者
数
は
、
表
６
の
と
お
り
で

す
。

　

ま
た
、
職
員
の
勤
務
の
成
績
を

正
し
く
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
身
分
の
取
扱
い
を
決
定
す

る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の

勤
務
成
績
を
評
定
し
て
い

ま
す
。
勤
務
評
定
は
全
職

員
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
評
定
結
果
に
基
づ
き
、

昇
任
な
ど
の
判
断
が
さ
れ

ま
す
。

福
利
厚
生
制
度

　

職
員
の
保
健
そ
の
他
厚

生
に
関
し
て
適
用
さ
れ
て

い
る
共
済
制
度
は
、
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
に

よ
っ
て
兵
庫
県
市
町
村
職

員
共
済
組
合
が
制
度
を
運

用
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
は
一
般
財

団
法
人
兵
庫
県
市
町
職
員

互
助
会
へ
加
入
し
、
福
利

厚
生
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
、
こ
の
制
度
の
主
な
内

容
は
表
７
の
と
お
り
で
す
。

公
務
災
害
補
償

　

職
員
が
公
務
中
あ
る
い
は
通
勤

途
上
で
死
亡
し
、
ま
た
は
負
傷
や

疾
病
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
場
合

な
ど
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
に
基
づ
き
そ
の
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
務
災
害
と

認
定
さ
れ
た
件
数
は
１
件
で
、
公

務
中
の
負
傷
の
た
め
療
養
補
償
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

措
置
要
求
・
不
服
申
立
て

　

職
員
は
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
し
、
適
当

な
措
置
が
執
ら
れ
る
よ
う
要
求
す

る
こ
と
や
、
懲
戒
そ
の
他
意
に
反

す
る
不
利
益
な
処
分
を
受
け
た
と

き
は
、
公
平
委
員
会
に
対
し
て
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
平
委
員
会
と
は
、
こ
れ
ら
の
要

求
や
処
分
が
適
当
で
あ
る
か
審
査

し
、
必
要
な
場
合
は
勧
告
・
指
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
独
立
し
た
機

関
で
す
。
公
平
委
員
会
に
対
し
て

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
、

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
の
ほ
か
、
職
員
数
の
詳
細

や
給
与
に
関
す
る
公
表
は
、
昨
年

12
月
15
日
号
の
町
広
報
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
本
年
度
の
給
与
の
公

表
は
、
12
月
15
日
号
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

清
き よ た

田　道
と う き

暉くん
1 歳 10 カ月（白金）

上
うえはら

原　鼓
こ た ろ う

太郎くん
1 歳 11 カ月（白金）

　いたずら大好き、冒険
大好きなこたちゃん♡強
く、たくましく、大きく
なぁれ！！

　探検大好き。いちご大
好き。パパ大好き。これ
からも元気ですくすくと
大きくなってね。

新名神高速道路の
建設工事
　新名神高速道路の工事に
伴い、町道原広根線～主要
地方道川西三田線～主要地
方道川西篠山線～町道差組
紫合線の間を工事用車両（土
運搬）が通行します。
　工事期間中はご迷惑をお
かけしますが、ご理解ご協
力をお願いします。
▶ 予 定 期 間　6 月上旬～平
成 27 年 9 月頃まで（期間中、
日曜日は工事を行いません）
▶ 予 定 時 間　 午 前 8 時 30
分～午後 5 時　▶工事用車両六石山トンネル工事はピンク色、その
他の町内の工事は緑色のゼッケンをつけています　▶問合せ【発注
者】西日本高速道路㈱新名神兵庫事務所（☎ 768 － 8020）、新名神高
速道路対策室（都市環境課内☎ 766 － 8715）

　

初
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
ほ
た

る
を
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
鑑

賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き
　
６
月
９
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
館

▼
料　

金　

無
料

▼
申　

込　

不
要

≲
催
　
し
≳

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
時　

間　

午
後
６
時
～
同

７
時
30
分

☆
出
演
・
曲
目

①
佐
々
木
よ
し
み
＆
辻
本
恵
理

香
（
♪
ア
イ
ガ
ッ
ト
リ
ズ
ム
♪

情
熱
大
陸
他
）

②
六
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部　

（
♪
ハ
ッ
ス
ル　

♪
日
本
を
勇

気
づ
け
る
名
曲
た
ち
）

ほ
た
る
の
観
賞
会

▼
時　

間　

午
後
７
時
30
分
～

同
８
時
30
分

︿
駐
車
場
に
つ
い
て
﹀　

　

会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
文
化
体
育
館
駐
車

場
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
指
定
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
当
日
は
、
日
生
中
央
駅

か
ら
文
化
体
育
館
駐
車
場
・
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、

ふ
る
さ
と
館
行
き
の
臨
時
直
行

バ
ス
（
有
料
）
を
午
後
４
時
か

ら
同
６
時
30
分
ま
で
30
分
間
隔

で
運
行
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

ほ
た
る
の

夕
べ
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎

７
６
７
・
２
６
０
０
）

当
日
午
前
９
時
以
降
＝
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎

０
１
８
０
・
９
９
・
７
１
７
０
）

ま
た
は
、
ふ
る
さ
と
館
（
☎

７
６
８
・ 

０
３
８
９
）

【表1】　職員の任免状況　　　（単位：人）

区分
任用 退職

採
用
昇
任
降
任
転
任
定
年
勧
奨

自己都合
その他

行政職 12 37 2 4 2

消防職 1 7

幼稚園教諭 1 1 1

計 14 44 3 5 2

歳
入

　

一
般
会
計
は
、
町
の
基
本
的
な

業
務
を
行
う
た
め
の
会
計
で
、
そ

の
収
入
済
額
は
90
億
７
０
４
万
円

で
、現
計
予
算
に
対
し
て
91
・
４
％

の
収
入
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
内
訳
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
一
般
の
歳
入
、
歳
出

と
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ

る
会
計
で
、
執
行
状
況
は
表
１
の

と
お
り
で
す
。

　

収
入
済
額
の
主
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が

28
億
３
０
５
２
万
円
（
同
94
・

９
％
）、
介
護
保
険
特
別
会
計

15
億
８
２
１
８
万
円
（
同
95
・

５
％
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
５
億
３
０
４
万
円
（
同

98
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　

一
般
会
計
の
支
出
済
額
は

81
億
１
７
９
０
万
円
で
、
現
計
予

算
に
対
し
て
82
・
４
％
の
支
出
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
訳

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
の
主
な
支
出
済
額

は
、
表
１
の
と
お
り
で
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計

27
億
５
０
７
０
万

 

円
（
同
92
・
２
％
）、
介
護
保
険

特
別
会
計
15
億
１
４
４
万
円
（
同

90
・
７
％
）、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
４
億
１
８
０
１
万

円
（
同
81
・
５
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
債
・
基
金
の
現
在
高

　

町
債
は
国
や
銀
行
な
ど
か
ら

の
借
入
金
で
、
基
金
は
財
政
の

安
定
化
や
特
定
の
目
的
に
使
う

た
め
の
貯
金
で
す
。
平
成

年
３
月
末
の
残
高
は
、
町
債
が

67
億
８
８
５
４
万
円
で
住
民
１
人

あ
た
り
で
は
約
21
万
円
、
基
金
が

58
億
７
６
９
９
万
円
で
住
民
１
人

あ
た
り
約
18
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
（
表
４
）。

　

ま
た
、
一
会
計
年
度
内
に
お
い

て
、
現
金
が
不
足
し
た
場
合
に
借

り
入
れ
る
一
時
借
入
金
は
、
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
有
財
産
の
状
況

　

町
が
保
有
す
る
財
産
の
う

ち
、
土
地
は
４
３
４
万
２
４ 

２

㎡
、
建
物
は
延
床
面
積
で
10
万 

２
７
１
７
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
出
資
・
出
捐
金

が
１
億
４
２
７
０
万
円
、
車
両

に
つ
い
て
は
68
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
☎
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

【表2】　職員の競争試験の状況（単位：人、倍）
区分 受験者数 合格者数 倍率

事務職

大卒 35 4 8.8 
高・短卒 11 2 5.5 
身体障がい
者 3 1 3.0 

技術職 土木 5 1 5.0 
幼稚園
教諭 9 2 4.5

計 63 10 6.3 

【表3】　勤務時間および休日
区分 内容

勤務時間 ○勤務時間　　1週間当たり38時間45分
午前8時45分～正午、午後1時～午後5時30分

週休日お
よび休日

○週休日　　土曜日、日曜日
○休日　　　国民の祝日、12月29日～ 1月3日

【表4】　休暇など
区分 内容

年次有給
休暇

○1暦年ごとに20日とし、次年に限り20日を超えない範囲内の
残日数を繰り越すことができる。

病気休暇

○療養のため勤務しないことがやむを得ないと認められる必
要最小限度の期間。
　ただし、公務上負傷し、若しくは疾病にかかり、又は通勤
により負傷し、若しくは疾病にかかった場合などを除き、連
続して90日を超えない期間。

特別休暇

○夏季休暇　　5日 
○産前休暇　　出産予定日の8週間前の日から出産の日までの
期間 
○産後休暇　　出産の翌日から8週間を経過する日までの期間 
○親族の死亡　　配偶者、父母、子＝10日、祖父母＝5日、そ
の他＝規則に定める範囲内の期間 
○その他規則に定める休暇がある

介護休暇
○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病または老
齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護を行う場合 
○連続する2週間以上6カ月以下で必要な期間

育児休業 ○子が3歳に達する日までの期間

【表５】　分限および懲戒処分
区分 種類 内容

分
限
処
分

降任
免職

○勤務成績が良くないとき
○心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、またはこ
れに堪えないとき
○上記のほか、その職に必要な適格性を欠くとき
○廃職または過員を生じたとき

休職 ○心身の故障のため、長期の休養を要するとき
○刑事事件に関し起訴されたとき

懲
戒
処
分

戒告
減給
停職
免職

○地方公務員法などまたはこれに基づく条例、規則、規程
に違反したとき
○職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき
○全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあったとき

【表6】　職員研修の実施状況　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 受講延
べ人数 主たる内容

基本研修 62 新規採用職員研修、職員1部研修、中堅職員研修、監
督職研修、組織マネジメント研修など

特別研修 512 人権研修、接遇研修、人事評価者研修、メンタルヘル
ス研修、e－ラーニング研修、職場風土改革研修など

派遣研修 29 行政法研修、民法研修、政策法務研修、持続可能なま
ちづくり、組織風土のイノベーションなど

OA研修 17 文書作成、表計算、情報セキュリティ研修、プレゼン
テーションに伴うパソコン技能の向上研修

町政調査
研修 13

学校給食センター建設に向けた財政の効率化、東日本
大震災における後方支援活動と受援体制のあり方、公
共交通について

自主研修 1 コミュニケーションの質の向上
計 634

【表7】　福利厚生制度の状況
区分 内容

共済組合

◎短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、
休業、災害時の給付
○保険給付＝療養給付、入院時食事療養費、特定療養
費、高額医療費など　○休業給付＝傷病手当金、出産
手当金、育児休業手当金など　○災害給付＝弔慰金、
災害見舞金、家族弔慰金
長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付
○退職共済年金＝組合員期間が1カ月以上ある場合、
一定条件を満たすことにより65歳から支給（65歳未満
で受給できる特例あり）　○障害共済年金・一時金＝
組合員が在職中に病気やケガで障害の状態になったと
き支給　○遺族共済年金＝組合員または組合員であっ
た者が死亡したとき遺族に支給
福祉事業＝保健、宿泊、貯金、貸付などの各事業
○保健事業＝健康診断助成、保養宿泊施設利用助成な
ど　○宿泊事業＝共済組合直営施設の利用助成　○貯
金事業＝普通貯金の受入れ　○貸付事業＝普通貸付、
住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

互助会
給付事業＝入院見舞金、家族医療費補助金、弔慰金、
家族弔慰金、災害見舞金、結婚祝金、入学祝品、生涯
学習通信講座助成金など
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表1　平成23年度　一般会計・特別会計歳入歳出予算の執行状況　　          （単位：万円）
会計区分 現計予算額 収入済額 支出済額 収支の差引
一般会計 98億5,595 90億704 81億1,790 8億8,914

特
別
会
計

国民健康保険 29億8,219 28億3,052 27億5,070 7,982
介護保険 16億5,606 15億8,218 15億144 8,074

後期高齢者医療保険 5億1,320 5億304 4億1,801 8,503
農業共済 4,036 3,536 1,891 1,645
奨 学 金 367 341 277 64

特別会計小計 51億9,548 49億5,451 46億9,183 2億6,268
合　　計 150億5,143 139億6,155 128億973 11億5,182

表2　一般会計の収入状況　　　　　           （単位：万円）
歳入区分 現計予算額 収入済額 収入割合
町　　税 37 億 4,166 35 億 3,199 94.4%

地方交付税 20 億 8,579 22 億 824 105.9%
国・県支出金 14 億 3,099 10 億 7,431 75.1%

町　　債 9 億 6,039 5 億 7,789 60.2%
譲与税・交付金 5 億 3,764 5 億 5,845 103.9%

繰 入 金 3 億 4,891 3 億 4,891 100.0%
使用料・手数料 1 億 8,621 1 億 7,068 91.7%

財産収入 5,302 5,486 103.5%
そ の 他 5 億 4,134 4 億 8,171 94.2%
合　　計 98 億 5,595 90 億 704 91.4%

表3　一般会計の支出状況　　                  （単位：万円）
歳出区分 現計予算額 支出済額 支出割合
民 生 費 26億8,471 23億7,467 88.5%
教 育 費 15億890 12億3,141 81.6%
総 務 費 13億5,125 11億6,205 86.0%
衛 生 費 10億4,616 9億1,321 87.3%
公 債 費 9億2,896 7億5,825 81.6%
消 防 費 9億631 4億7,795 52.7%
土 木 費 8億4,765 7億1,048 83.8%

農林水産業費 1億4,586 1億808 74.1%
そ の 他 4億3,615 3億8,180 87.5%
合　　計 98億5,595 81億1,790 82.4%

　この公表は、町民のみ
なさんに本町の収支の状
況をお知らせすること
で、財政運営についてご
理解とご協力をいただく
ため、毎年 6 月と 12 月
に財政状況の公表を行っ
ているものです。
（平成 24 年 3 月 31 日現在）

20 

0 

40 

80 

60 

100 

120 

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

（単位：億円）

<過去１０年間の町債および基金残高の推移>

（年度）

町債

基金

広根盛土

ゆうあい
センター

イオン
猪名川

紫合交差点
コンビニ

コンビニ

町役場

コンビニ

消防本部
中谷中学校 Ｂ＆Ｇ

海洋センター

至 日生中央

至 川西

至 銀山

つつじが丘
小学校

至 篠山

工事用車両
通行道路

県道川西三田線

町道原広根線

県道川西篠山線
町道差組
紫合線

六
石
山
工
事
用
道
路

町 税 の 負 担 額 10 万 9,113 円
使 わ れ た お 金 25 万　785 円
町 債 の 残 額 20 万 9,717 円
基 金 の 残 額 18 万 1,557 円

表 4　住民 1 人あたりの額
（平成 24 年 3 月 31 日
現在の人口 32,370 人）
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